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除草剤の混用による水田表土剥離の防止法について
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4  ま ぇ が き

近年稚苗機械移植の普及により移植時期が約半月も早ま

つたが,このことにより移植直後の低温による藻類の発生,

及び気温変動に伴う表土剥離が多くなり,移植苗の初期生

育阻害を生じて問題となっている。

この問題解決のために除草剤使用による防除試験を行つ

たのでその概要を報告する。

試 験 方 法

水田用除草剤の中でナフトキノン系のACN(商 品名そ
グトン)は

'キ
タサ,アオミドロ,藻類に対して完全な殺

草効果があることが知られており,かなり長期間抑草効果

を発揮することからこれを主剤として用量試験を行なつた。

供試回場 :当場水田 (沖積 埴壌土 )
供試品種 :キ ヨニンキ

育苗法 :稚苗 200′/箱 , 4月 18日播き

移植期 :5月 13日 (26日 苗,草丈 137“,葉令 21L)
栽植密度 :30"X135磁, 247株 /メ
施肥量 (り/a):N・ 06,P205… 08,K20 06
試験区の構成 :初期除草剤のジフェ=ルエーテル系,酸
アミド系の代表として次の 2薬種を供試した。

表 1 試 験 方 法

単用区ではACN混用区に比較し午前中の水温は同じ位で
あるが,午後はやや高く(1℃ 前後 ),夜温も 1℃ 前後高

く推移するようである。叉,ブタクロール単用区では,一

定期間表土剥離の防止効果があるためACN混用区と大差
なかった。

表 2 表土剥離の発生と水温

除草剤め混用量と水稲生育 : 移植後20日 の水稲の生育

をみると,葉数,草丈はプタタロール,X-52単用,無処

理と比較し有意な差は認められなく,根長は無処理より処

理区が長い傾向で,ACNに よる抑制が切れて反作用的に
伸びたものと思われるが,処理間の差は判然としなかった。

根数は無処理に比較して全般に少なく,単用区と混用区の

ACNに よる発根抑制は判然としなかうた。
7月 18日 の中間調査では,草丈はやや短かい傾向にある

が大差なく,茎数では無処理 (手取り)に比較し両剤とも

少ない傾向にあるが薬量間差は判然とせず,ACNを 混用
しても対照の単用区に比較し何ら遜色のない生育であった。

ACN混用による防止効果 : ブタタロール300′ /a
単用によりある程度表土剥離は防止 (移植後約20日 間 )で

きるが,ACNの 混用により100～ 150′ /aで移植後30
～35日間,200′ /a混用で40～ 45日 間防止できた。又,
X-52では単用の効果はないが,ACNと の併用 (混用 )
により防止効果が認められ, 100～ 150′ /aで 20～ 30日

間,200′/aで 35～ 40日間表土剥離の発生が抑制された。
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6試 験 結 果

表土剥離の発生と水温 : 表土Ill離の発生によりX-52

53年 6月 7日 側情)

M

１

‘

４

ｈ

５

、‘

８

ｈ

９

１

‐２

ｈ

‐３

２

‐６

・

‐７

２

２０

．

２‐

‐

２４

ｈ

1

2

3

4

℃
116

H8

116

117

℃
136

136

140

139

℃
276

278

283

279

℃
31 6

31 8

320

319

℃
213

213

216

21 6

℃
156

16 1

158

16 1

5

6

8

H4

111

128

140

138

146

290

282

280

323

31 7

331

21 5

21 0

231

15 6

151

170

9 H' 137 27 9 325 22 1 161



-40- 東 北 農 業 研 究  第 23号 (1978)

表 6 除草剤の混用量と水稲生育

A● 区 構 成
ACN

移 植 後 20日 (6/3) 中間調査 (7/18)

葉 数 比 草 丈 比 根 長 比 根 数 比 草 丈 比 茎 数 比
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表 4 ACN混 用による防止効果

Ab
区 構 成 表土剥離の

発生 程 度
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防止の持続性
摘 要

ACN
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,
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多

中 ～ 多
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注.発生程度 6月 8日 の観察 (移植後 26日 )
無…被度 0%,微 ‐‐1～10%,少… 11～ 30%,中 … 31～ 50%,多… 51～ 70%,
甚‐ 71～ 100%。

響する程の薬害は認めがたく,庭先混合による実用性は高
る ま  と  め

いものと思われる。本年は移植後.高温であつたため藻類

従来,各県においてACNは ウキタサ,ア オミドロ,藻   の発生はほとんどなく,こ れらに対する防止効果は確認で
類等の防除剤として 200～ 300,/aの 使用量 (基準 )で   きなかった。
あるが,こ の試験の結果から初期除草剤との混用により従

来の使用基準より減量しても表土剥離を防止できることが           引  用  文  献

確認された。すなわち,ジ フェ=ルエーテル系除草剤にお 1)竹松哲夫 近内誠登 水田除草の理論と実際 博友社
いてはACNを 150～ 200′ /a,酸 アヾド系のプタクロ 134-135.
―ルではACNを 100～ 150,/aの 混用により活着,初 , 日本植物調節剤研究協会編 除草剤・生育調節剤使用
期生育の重要な期間,約 1カ月以上表土剥離を防止できた。

基準 123-124. 1978.
叉,イ ネに対する薬害は移植後土壌処理において収量に影


